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日
本
語
版
に
よ
せ
て

私
の
日
本
で
の
経
験
が
、
仏
教
と
経
済
学
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
お
お
い
に
役
立
っ
た
。

日
本
の
読
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
本
は
、
日
本
と
そ
の
文
化
を
深
く
敬
愛
す
る
、
し
か
し
歴
史
に
は
理
解
が
浅
い

米
国
人
が
書
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
我
慢
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
私
は
、
日
本
経
済
に
つ
い
て
１
９
７

０
年
代
か
ら
、
日
本
の
主
要
産
業
と
労
働
市
場
に
焦
点
を
絞
っ
て
研
究
し
て
き
た
。
１
９
９
０
年
代
に
は
、
毎
年
京

都
に
数
週
間
滞
在
し
、
同
志
社
大
学
で
研
究
の
か
た
わ
ら
英
語
で
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
の
大
学
院
生
を
教
え
た
。
自
動

車
と
電
機
産
業
の
研
究
の
た
め
、
日
本
の
同
僚
と
多
く
の
場
所
を
訪
れ
た
がｉ
、
な
か
で
も
グ
ー
グ
ル
の
理
系
社
員
と

し
て
働
い
て
い
た
息
子
の
ジ
ェ
ー
ソ
ン
に
会
い
に
、
上
京
す
る
の
は
楽
し
み
だ
っ
た
。

研
究
者
、
教
員
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
者
と
し
て
、
京
都
の
夜
明
け
と
と
も
に
自
転
車
で
い
く
つ
も
寺
院
を

訪
ね
て
回
っ
た
。
浄
土
宗
、
禅
宗
で
あ
ろ
う
が
真
言
仏
教
で
あ
ろ
う
と
、
宗
派
に
関
係
な
く
読
経
に
加
わ
っ
た
。
言

葉
で
は
な
く
て
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
切
だ
っ
た
。

学
生
を
教
え
、
日
本
の
管
理
職
や
現
場
の
人
た
ち
と
面
談
し
、
日
本
の
友
人
た
ち
と
過
ご
す
う
ち
に
、
彼
ら
が
育

ち
経
験
し
た
世
界
を
反
映
す
る
、
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
─
戦
後
の
窮
乏
と
政
治
的
変
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化
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
占
領
期
の
日
本
、
そ
の
後
世
界
経
済
と
次
第
に
一
体
化
す
る
日
本
、
さ
ら
に
自
動
車
、
電
気

通
信
と
い
っ
た
世
界
先
端
産
業
を
有
し
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
わ
れ
た
日
本
、
そ
し
て
若
者
か
ら
多
く
の
機
会
を
奪

っ
た
低
迷
す
る
日
本
で
あ
る
。

こ
の
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と
人
生
へ
の
期
待
感
を
も
と
に
、
経
済
と
仏
教
が
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
、
私
に
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
。
年
配
の
日
本
人
は
、
文
字
通
り
の
苦

し
み
と
そ
の
後
の
劇
的
な
生
活
向
上
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
無
常
観
、
そ
し
て
人
と
人
、
自
然
と
の
相
互
依
存
を
本

能
的
に
理
解
し
て
い
る
─
た
だ
し
彼
ら
も
、
消
費
生
活
の
高
度
化
に
よ
っ
て
資
源
を
浪
費
し
、
自
然
と
の
相
互
依

存
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
。
教
育
を
受
け
た
日
本
の
中
年
層
は
、
日
本
を
世
界
第
二
の
経
済
国
に
押
し
上
げ
、

高
い
生
活
水
準
を
実
現
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
シ
ス
テ
ム
を
信
奉
し
て
い
る
。
特
に
そ
れ
は
、
終
身
雇
用
の
大
企
業

に
勤
め
る
男
性
に
著
し
い
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
以
降
の
失
わ
れ
た
10
年
、
20
年
に
お
い
て
、
経
済
成
長
は
低

迷
し
、
日
本
の
多
国
籍
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
厳
し
い
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
終
身
雇
用
の
慣
行
が
弱
ま
り
、
日

本
の
若
者
の
労
働
環
境
が
流
動
化
す
る
に
つ
れ
、
若
者
の
世
界
観
は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
り
、
消
費
が
ど
の
よ
う

に
生
活
の
質
に
影
響
す
る
か
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

我
慢
強
く
、
他
人
を
気
遣
い
、
自
然
を
楽
し
む
年
配
の
日
本
人
と
一
緒
に
過
ご
し
、
敬
意
と
節
度
を
忘
れ
な
い
若

い
世
代
と
も
交
流
を
持
っ
た
。
日
本
に
滞
在
し
た
後
、
私
は
間
違
い
な
く
礼
儀
正
し
く
な
っ
た
。
環
境
劣
化
と
と
も

に
公
衆
道
徳
と
寛
容
さ
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
─
米
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
他
人
に
対
し
共
感
を
持
っ
て
、
親
切
に

接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
に
関
す
る
私
の
印
象
は
、
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
同
僚
で
政
治
学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ボ
ー
ゲ
ル
教
授
と
話
す
う
ち
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に
、
一
層
深
ま
っ
た
。
ボ
ー
ゲ
ル
教
授
は
、
長
年
に
わ
た
る
日
本
の
専
門
家
で
あ
り
、
日
本
に
関
す
る
多
彩
な
見
方

を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
彼
の
著
書
『
日
本
経
済
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
２
０
１
８
年
、
原

著
：M

arketcraft: H
ow

 G
overnm

ents M
ake M

arkets W
ork , O

xford U
niversity Press, 2018

）
は
、
所
得

格
差
の
縮
小
や
炭
素
排
出
の
削
減
な
ど
特
定
の
社
会
的
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
政
府
が
ど

の
よ
う
に
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
主
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
の
著
書

は
、
仏
教
経
済
学
を
補
完
す
る
と
い
え
る
。

「
自
由
市
場
」
モ
デ
ル

─
固
定
化
さ
れ
た
階
層
世
界
の
中
で
自
分
の
立
場
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
モ
デ
ル

─
に
慣
れ
た
西
洋
社
会
が
、
相
互
依
存
と
無
常
観
が
自
由
市
場
に
与
え
る
影
響
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い

こ
と
を
、
日
本
の
読
者
は
実
感
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
生
態
学
的
世
界
観
が
東

西
を
問
わ
ず
各
国
で
議
論
さ
れ
、
広
ま
る
に
つ
れ
、
相
互
依
存
と
無
常
観
を
想
定
す
る
経
済
モ
デ
ル
の
有
用
性
が
示

さ
れ
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

仏
教
経
済
学
の
三
番
目
の
前
提
─
他
人
を
思
い
や
り
苦
し
み
を
軽
減
す
る
─
は
、
す
べ
て
の
仏
教
徒
が
実
践

し
て
い
る
。
日
本
や
ア
ジ
ア
の
文
化
は
、
利
己
的
あ
る
い
は
自
己
中
心
的
な
行
動
に
走
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に

他
人
へ
の
配
慮
に
理
解
を
示
す
。
神
経
科
学
者
や
心
理
学
者
は
、
人
々
は
利
己
的
で
あ
る
と
同
時
に
利
他
的
で
あ
り
、

他
人
を
助
け
る
こ
と
で
快
感
が
増
す
こ
と
を
証
明
し
た
。

お
そ
ら
く
日
本
の
多
く
の
読
者
は
、
地
球
を
気
遣
い
、
繁
栄
を
分
か
ち
合
い
、
苦
し
み
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
す
、

仏
教
経
済
学
モ
デ
ル
の
世
界
観
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
文
化
的
伝
統
を
背
景
に
、
も
し
日
本
が
、
所
得

だ
け
で
な
く
国
民
生
活
の
質
で
経
済
実
績
を
測
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
一
国
の
価
値
観
を
反
映
す
る
指
標
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が
、
政
府
の
施
策
と
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
を
導
く
か
に
つ
い
て
、
一
つ
の
代
表
事
例
を
示
す
に
ち
が
い
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
私
の
本
が
英
語
で
出
版
さ
れ
て
か
ら
の
３
年
間
、
気
候
変
動
は
、
科
学
者
が
当
初
予
測
し
た
よ
り

も
急
速
に
進
み
、
日
本
に
も
新
た
な
試
練
を
突
き
付
け
て
い
る
。
国
連
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）
報
告
は
、
氷
河
が
溶
け
、
世
界
中
の
温
度
が
上
昇
し
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
レ
ベ
ル
が
増
加
す
る
テ
ン
ポ
が
速

ま
っ
て
い
る
と
警
告
を
強
め
て
い
る
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
炭
素
の
増
加
を
停
止
す
る
に
は
、
各
国
は
、
化
石
燃
料

を
生
産
も
消
費
も
し
な
い
、
最
新
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
を
創
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

良
い
知
ら
せ
と
い
え
ば
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
、
繁
栄
を
共
有
し
、
世
界
の
苦

し
み
を
軽
減
す
る
方
策
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
気
候
学
者
は
、
各
国
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
ど
の
よ
う
に

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
移
行
で
き
る
か
、
工
程
表
を
用
意
し
て
い
る
。
政
治
経
済
学
は
、

共
通
善
を
め
ざ
し
、
各
国
が
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
べ
き
か
を
教
え
て
い
る
。
国
連
は
、
い

か
に
各
国
は
世
界
の
貧
困
を
減
ら
し
、
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
か
を
実
例
で
示
し
た
。

日
本
の
読
者
の
た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
軽
減
し
、
気
候
変
動
に
よ
る
苦
し
み
を
減
ら
す
道
筋
に
お
け
る
、

日
本
の
立
ち
位
置
を
簡
単
に
見
て
み
た
い
。
個
人
レ
ベ
ル
で
人
々
は
、
飛
行
機
に
乗
ら
ず
、
野
菜
中
心
の
食
事
に
し
、

車
を
運
転
せ
ず
、
子
供
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
炭
素
排
出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
人
は
、
肉
の
消
費
は
多

く
な
く
、
子
供
は
一
人
か
二
人
だ
が
、
多
く
の
家
族
が
ガ
ソ
リ
ン
車
を
運
転
し
、
旅
行
に
は
飛
行
機
を
使
う
。
ど
の

よ
う
な
簡
素
な
生
活
を
し
て
も
、
私
た
ち
の
経
済
と
社
会
が
日
常
生
活
に
必
要
と
す
る
レ
ベ
ル
以
下
に
、
炭
素
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
行
き
渡
る
ま
で
、
化
石
燃
料
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
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２
０
１
１
年
の
福
島
原
発
事
故
ま
で
日
本
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
石
炭
火
力
発
電
所
を
閉
鎖
し
、
原
子
力
発
電

の
比
率
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
方
針
の
も
と
で
、
石
炭
火
力
か
ら
低
炭
素
発
電
へ
移
行
す
る
リ
ー
ダ
ー
格

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
と
12
年
の
大
規
模
な
原
発
反
対
運
動
に
直
面
し
、
石
炭
火
力
発
電
所
で
は
な
く

原
子
力
発
電
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
２
０
１
８
年
日
本
の
電
力
に
占
め
る
石
炭
火
力
の
比
率
は
、
２
０

１
１
年
の
事
故
以
前
よ
り
も
高
いii
。

日
本
人
は
、
陸
と
海
の
放
射
能
汚
染
に
侵
さ
れ
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
問
題
に
い
ま
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
日

本
は
、
沿
岸
地
域
で
は
高
潮
、
内
陸
で
は
台
風
に
よ
る
水
害
に
悩
む
。
日
本
の
平
均
気
温
は
、
世
界
平
均
よ
り
も
速

く
上
昇
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
人
々
は
災
害
級
の
炎
暑
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
高
温
に
よ
り
、
収
穫

米
の
品
質
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
るiii
。

石
炭
火
力
を
利
用
し
続
け
る
こ
と
で
、
日
本
の
一
人
当
た
り
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
相
対
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
一

人
当
た
り
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
世
界
７
番
目
（
２
０
１
６
年
）
で
、
ド
イ
ツ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ド
イ
ツ

は
、
２
０
１
１
年
福
島
の
事
故
の
後
、
脱
原
発
路
線
を
打
ち
出
し
、
石
炭
依
存
度
を
高
め
て
い
るiv
。
た
だ
し
、
米
国

に
比
較
す
れ
ば
日
本
の
一
人
当
た
り
排
出
量
は
大
幅
に
少
な
く
、
韓
国
よ
り
も
低
いv
。
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
と
大
気
汚
染
を
減
ら
す
た
め
に
他
の
政
策
も
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
２
０
１
７
年
に
は
住
宅
・
建
物
の
省
エ
ネ
対

策
強
化
が
、「
省
エ
ネ
法
」（
通
称
）
に
盛
り
込
ま
れ
たvi
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
国
内
と
海
外
市
場
で
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
生
産
を
強
化
し
て
い
るvii
。
２
０
１
９
年
５
月
東
京
都
の
小
池
知
事
は
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
都
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
発
表
し
たviii
。
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日
本
の
文
化
と
最
近
の
経
験
は
、
市
民
に
困
難
と
苦
し
み
を
も
た
ら
す
災
害
に
対
処
し
つ
つ
、
パ
リ
協
定
の
目
標

を
目
指
す
こ
と
が
、
問
題
意
識
が
高
い
国
に
お
い
て
も
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
々
の

充
実
し
た
生
活
を
支
え
る
、
最
新
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
に
各
国
が
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
仏
教
経
済
学
が
、

私
た
ち
の
価
値
観
を
反
映
し
、
望
ま
し
い
経
済
へ
導
く
経
済
的
道
標
を
創
る
う
え
で
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
気
候
危
機
と
経
済
的
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
災
害
に
直
接
見
舞
わ
れ
た
人
々
、
希
望
を
も
っ
て

生
き
よ
う
と
す
る
人
た
ち
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ど
の
よ
う
に
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
日
本
経
済
を
望
ま
し
い
姿
に
も
っ
て
い
け
る
の

か
─
読
者
が
考
え
る
際
に
こ
の
本
を
役
立
て
て
ほ
し
い
。
こ
の
本
が
、
他
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行
動
を
お
こ
し
、

持
続
可
能
で
人
間
的
な
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
契
機
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
仏
教
経
済
学

の
目
標
は
、
人
と
人
、
地
球
が
お
互
い
い
た
わ
り
合
い
、
と
も
に
歩
む
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
本
を
邦
訳
し
て
く
れ
た
村
瀨
哲
司
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
彼
の
経
済
と
仏
教
に
対
す
る
造
詣
、

そ
し
て
重
要
な
概
念
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
の
細
心
の
注
意
と
知
識
の
お
蔭
で
、
仏
教
経
済
学
を
日
本
の
読
者
に

提
供
す
る
と
い
う
、
私
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
た
。

万
物
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
癒
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
母
な
る
大
地
が
癒
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
11
月　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー
に
て

 

ク
レ
ア
・
ブ
ラ
ウ
ン



vii　日本語版によせて

ｉ C. Brow
n, Y

. N
akata, M

. Reich, and L. U
lm

an, W
ork and Pay in the U

nited States and Japan, N
ew

 Y
ork: O

xford 
U

niversity Press, 1997.

ⅱ https://w
w

w
.eia.gov/todayinenergy/detail.php?id=39853

ⅲ https://w
w

w
.clim

aterealityproject.org/blog/how
-clim

ate-crisis-im
pacts-japan

ⅳ https://w
w

w
.telegraph.co.uk/new

s/2019/06/06/germ
any-faces-grow

ing-calls-delay-phase-out-nuclear-energy/

ⅴ https://w
w

w
.ucsusa.org/resources/each-countrys-share-co2-em

issions

ⅵ https://w
w

w
.japanindustrynew

s.com
/2017/08/japan-m

oves-quickly-tow
ard-energy-effi

cient-buildings/

ⅶ https://w
w

w
.w

em
eanbusinesscoalition.org/blog/tokyo-m

otor-show
-spotlight-on-the-zero-carbon-transport-

future/

ⅷ https://w
w

w
.japantim

es.co.jp/new
s/2019/11/05/national/barriers-clim

ate-activism
-in-japan/#.X

cdSyEV
K

jV
r





ix

序
経
済
学
は
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
れ
く
ら
い
幸
せ
で
あ
る
か
に
影
響
す
る
。
し
か
し
、
経
済
学
が
私

た
ち
の
生
活
と
将
来
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
そ
れ
を
考
え
な
い
。

地
球
温
暖
化
と
所
得
の
不
平
等
と
い
う
、
世
界
で
最
も
大
き
な
２
つ
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
地
球
と
私

た
ち
の
生
活
を
破
滅
か
ら
救
う
に
は
、
も
う
時
間
が
足
り
な
い
と
、
国
連
の
気
候
科
学
者
は
警
告
す
る
。
所
得
の
不

平
等
は
、「
金
ピ
カ
時
代
」（
訳
注
：
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
後
の
拝
金
主
義
の
時
代
）
に
匹
敵
し
、
格
差
と
と
も
に
政
治

的
混
乱
が
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
と
、
経
済
学
者
は
予
測
す
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
経
済
学
に
深
く
関
わ
り
を
持
つ
。
解
決
す
る
に
は
、
私
た
ち
の
経
済
シ
ス
テ
ム
、
生
活
、
私

た
ち
に
と
っ
て
何
が
重
要
か
を
根
底
か
ら
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
大
自
然
と
、
そ
し
て
お
互
い
が
共
存
す
る
こ
と

を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
学
者
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
過
ご
し
、
仏
教
徒
と
な
っ
て
10
年

で
あ
る
。
経
済
学
教
授
そ
し
て
仏
教
の
学
徒
と
し
て
最
近
は
、
自
由
市
場
経
済
学
と
現
実
世
界
の
諸
問
題
の
─
嘆

か
わ
し
い
─
断
絶
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
巨
大
な
経
済
的
不
均
衡
と
環
境
破
壊
に
瀕
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
一
方

で
一
握
り
の
富
裕
層
と
、
恵
ま
れ
た
比
較
的
多
く
の
人
が
い
る
。
他
方
、
大
部
分
の
人
た
ち
は
貧
困
に
苦
し
む
─
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こ
れ
は
明
ら
か
に
何
か
間
違
っ
て
い
る
。

自
由
市
場
経
済
学
は
、
市
場
は
最
適
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
人
々
は
満
足
な
生
活
を
作
り
出
す
資
質
を
持
つ
と
の

前
提
に
立
つ
。
国
民
の
厚
生
を
測
る
と
き
、
経
済
学
は
所
得
と
消
費
に
だ
け
焦
点
を
合
わ
せ
、
今
日
の
生
活
を
形
づ

く
る
多
く
の
重
要
な
要
因
を
除
外
し
て
い
る
。

モ
ノ
の
生
産
よ
り
人
が
重
要
と
考
え
、
贅
沢
よ
り
も
生
き
甲
斐
の
あ
る
暮
ら
し
を
尊
ぶ
仏
教
は
、
経
済
学
に
ど
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
思
案
し
始
め
た
。

仏
教
の
観
点
か
ら
経
済
学
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
か
に
つ
い
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ニ
ン
マ
派
学
院

で
、
優
し
く
知
識
豊
か
な
先
生
方
か
ら
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
、
私
は
当
初
の
着
想
を
得
た
。
そ
の
後
、
家
の
近

く
に
瞑
想
堂
が
開
設
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
夫
と
一
緒
に
訪
れ
、
ア
ナ
ム
・
ツ
プ
テ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
師
の
講

話
を
聞
き
、
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
の
中
心
概
念

─
相
互
依
存
、
慈
悲
、
正
し
い
生
き
方
（
正し

よ
う

命み
よ
う）

─
に
接
す
る
に
し
た
が
い
、「
仏
陀
な
ら
経
済
学
入
門
を
ど
う
教
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
。

４
年
前
、
私
の
思
い
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
し
、
自
分
の
考
え
を
発
展
さ
せ
る
意
味
も
あ
っ
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
校

の
２
学
年
の
ゼ
ミ
で
仏
教
経
済
学
を
教
え
始
め
る
。
学
生
た
ち
は
、
不
平
等
、
幸
福
、
持
続
可
能
性
と
い
っ
た
疑
問

に
熱
心
に
向
き
合
い
、
私
が
漠
然
と
感
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
の
厚

生
と
幸
福
の
た
め
に
、
仏
教
が
人
間
の
精
神
と
経
済
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
、
こ
の
理
解
に
は
経
済
学
の
専

攻
も
、
仏
教
を
実
践
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

欲
望
に
支
配
さ
れ
た
経
済
学
は
、
環
境
の
悪
化
、
格
差
と
人
の
苦
し
み
と
い
う
課
題
に
十
分
な
答
え
を
だ
せ
な
い
。

仏
教
徒
そ
し
て
経
済
学
の
教
授
と
し
て
、
そ
の
代
替
を
探
る
経
済
学
者
の
仲
間
に
、
私
も
加
わ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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幸
せ
に
な
る
こ
と

何
が
人
々
を
幸
せ
に
す
る
か
。
こ
の
疑
問
は
、
自
由
市
場
経
済
学
と
仏
教
経
済
学
の
違
い
の
核
心
に
触
れ
る
。
そ

れ
は
人
間
の
本
質
を
ど
う
見
る
か
で
あ
る
。
仏
教
経
済
学
に
お
い
て
人
間
の
本
質
は
、
た
と
え
自
分
自
身
も
大
切
と

は
い
え
、
寛
大
で
利
他
的
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
は
、
限
り
な
い
欲
望
と
満
た
さ
れ
な
い
感
覚
、
そ
う
い
う
自
己
の

精
神
状
態
に
苦
し
む
と
仏
陀
は
説
い
た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
は
、
ま
だ
足
り
な
い
、
も
っ
と
欲
し
い
と
い
う
感
覚

は
、
対
象
物
が
本
当
に
手
に
入
れ
る
価
値
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
自
身
の
心
の
妄
想
か
ら
生
じ
る
と
語
っ
て
い
る１
。

仏
陀
は
、
私
た
ち
の
心
の
状
態
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
苦
し
み
を
い
か
に
断
つ
か
を
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
意
味

あ
る
生
活
を
通
じ
て
幸
福
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
。

自
由
市
場
経
済
学
は
、
人
の
本
質
は
自
己
中
心
的
で
、
収
入
と
豪
華
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
ひ
た
す
ら
目
指
し
、
自

分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
と
の
前
提
に
立
つ
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
、
買
い
物
と
消
費
─
新
し
い
靴
や
新

作
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
─
は
、
あ
な
た
を
幸
せ
に
す
る
。
買
っ
た
ば
か
り
の
靴
に
飽
き
、
ゲ
ー
ム
に
退
屈
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
ま
た
買
い
物
に
出
か
け
れ
ば
よ
い
。
こ
の
欲
望
の
無
限
の
循
環
の
中
で
、
私
た
ち

は
持
続
的
な
満
足
感
を
得
な
い
ま
ま
、
ひ
た
す
ら
欲
し
続
け
る
。
自
由
市
場
経
済
学
は
、
自
然
豊
か
な
世
界
で
充
実

し
た
人
生
を
生
き
る
た
め
の
指
標
に
な
ら
な
い
し
、
世
界
各
地
の
戦
争
、
所
得
格
差
や
環
境
の
脅
威
に
対
す
る
懸
念

に
対
し
、
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
も
な
い
。

対
照
的
に
仏
教
経
済
学
は
、
よ
り
良
い
世
界
を
作
り
出
す
た
め
に
、
個
人
の
生
活
と
経
済
を
作
り
変
え
る
道
標
を

提
供
す
る
。「
幸
せ
の
た
め
に
慈
悲
を
施
す
」
が
「
も
っ
と
欲
し
い
」
に
代
わ
り
、「
皆
の
幸
福
は
結
び
つ
い
て
い
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る
」
が
、「
が
む
し
ゃ
ら
に
上
を
目
指
せ
」
に
と
っ
て
代
わ
る
。「
人
類
の
厚
生
と
大
自
然
は
相
互
に
依
存
す
る
」
が
、

「
公
害
は
皆
が
無
視
で
き
る
社
会
コ
ス
ト
」
に
と
っ
て
代
わ
る
。

一
刻
の
猶
予
も
な
い

環
境
被
害
に
無
関
心
で
所
得
一
辺
倒
の
世
界
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
劇
的
に
減
ら
す
経
済
へ
の
切
り
替
え

に
、
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
し
か
な
い
─
そ
う
気
象
学
者
は
警
告
す
る
。
人
間
活
動
が
も
た
ら
す
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
現
在
そ
し
て
未
来
の
生
活
を
い
か
に
損
な
う
か
に
つ
き
、
世
界
中
の
科
学
者
が
常
時
警
告
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
忙
し
さ
に
紛
れ
て
耳
を
貸
そ
う
と
も
行
動
し
よ
う
と
も
し
な
い
。

２
０
１
５
年
１
月
の
あ
る
週
末
、
内
容
が
大
き
く
異
な
る
２
つ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
つ
は
有
名
な
科
学
雑

誌
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
で
、
環
境
の
脅
威
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
報
じ
た
。
一
方
、『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、
私
有
の
超
豪
華
ヨ
ッ
ト
の
整
備
に
は
専
門
の
乗
組
員
と
数
百
万
ド
ル
の
コ
ス
ト

が
必
要
と
書
い
た
。『
サ
イ
エ
ン
ス
』
の
記
事
は
、
科
学
者
18
人
の
国
際
チ
ー
ム
が
、
地
球
の
安
定
維
持
に
不
可
欠

な
９
つ
の
地
球
生
物
物
理
学
的
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
、
４
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
人
間
活
動
に
よ
っ
て
危
機
的
に
悪
化
し
て

い
る
こ
と
を
見
出
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
物
多
様
性
シ
ス
テ
ム
（
絶
滅
率
）、
生
物
地
球
科
学

的
循
環
（
リ
ン
窒
素
循
環
）、
土
地
利
用
の
変
更
（
農
業
と
都
市
化
に
よ
る
森
林
伐
採
）
お
よ
び
気
候
変
動
（
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
）
で
あ
る
。『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
、
世
界
中
の
超
豪
華
ヨ
ッ
ト
推
計
５
千
隻

の
う
ち
１
千
隻
が
、
最
近
５
年
間
の
世
界
金
融
不
況
の
時
期
に
購
入
さ
れ
た
と
報
じ
た２
。
人
々
は
、『
サ
イ
エ
ン
ス
』

誌
よ
り
も
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
事
に
注
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
球
に
与
え
る
破
滅
的
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な
悪
影
響
を
知
り
つ
つ
も
、
消
費
は
人
々
を
魅
了
し
増
え
続
け
て
い
る
。
物
質
主
義
的
な
衝
動
が
、「
第
六
の
絶
滅
」

訳
注
１

と
呼
ば
れ
る
容
赦
な
い
種
の
絶
滅
に
、
私
た
ち
を
追
い
立
て
続
け
る
。

不
平
等
も
ま
た
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
代
半
ば
以
降
、
所
得
と
富
の
増
加
分
は
上
位
１
％
の
階
層
に

流
れ
、
大
多
数
の
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
恩
恵
を
受
け
な
か
っ
た
。
多
く
の
経
済
地
域
で
格
差
が
劇
的
に
拡
大
し
た3
。
経

済
学
者
は
、
不
平
等
は
経
済
成
長
を
遅
ら
せ
、
人
々
の
幸
福
感
を
減
退
さ
せ
る
と
警
告
し
た4
。
し
か
し
、
２
０
０
８

年
の
世
界
金
融
危
機
に
続
く
大
不
況
の
数
年
間
、
金
融
業
界
が
引
き
起
こ
し
た
危
機
の
代
償
を
一
般
国
民
が
支
払
い
、

政
府
の
救
済
に
よ
っ
て
巨
大
金
融
機
関
は
立
ち
直
っ
た5
。
米
国
で
は
、
納
税
者
は
救
済
資
金
２
１
０
億
ド
ル
を
払
う

一
方
、
数
十
億
ド
ル
の
賃
金
を
失
っ
た
。

所
得
格
差
は
、
ど
の
国
も
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い6
。
米
国
、
英
国
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
不
平
等
は
、
欧
州
諸

国
の
多
く
と
日
本
に
比
べ
て
大
き
く
拡
大
し
た
。
格
差
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
政
策
の
結

果
で
あ
り
、
国
の
選
択
で
あ
る
。
た
と
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
累
進
税
制
を
採
用
し
、
国
民
す
べ
て

に
保
健
医
療
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、
な
ら
び
に
困
窮
時
の
安
全
網
を
提
供
す
る
体
制
を
備
え
て
い
る
。
対
照
的
に

米
国
で
は
、
税
制
の
累
進
度
は
低
く
、
安
全
網
は
不
十
分
で
、
民
間
企
業
が
保
健
医
療
と
子
育
て
支
援
を
担
っ
て
い

る
。同

様
に
気
候
科
学
者
は
、
化
石
燃
料
の
使
用
─
地
球
を
温
暖
化
す
る
二
酸
化
炭
素
排
出
の
原
因
─
は
、
政
府

が
と
り
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
米
国
は
、
特
に
化
石
燃
料
業
界
と
金
融
業
界

が
強
い
政
治
力
を
行
使
し
、
地
球
温
暖
化
と
不
平
等
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
。
各
国
は
、
温
暖
化
と
不
平
等
を
も
た
ら

す
政
策
を
選
択
す
る
こ
と
も
、
そ
し
て
、
も
し
望
め
ば
逆
転
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
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「
仏
教
経
済
学
」
の
用
語
は
、
Ｅ
・
Ｆ
・ 

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
、
１
９
７
３
年
出
版
の
『
ス
モ
ー
ル 

イ
ズ 

ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
：
人
間
中
心
の
経
済
学
』
で
初
め
て
使
用
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
長
時
間
労
働
と
資
源
の
枯
渇

な
ど
、
所
得
増
大
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
に
伴
う
問
題
を
予
測
し
た
。
彼
は
、
物
質
的
財
貨
へ
の
執
着
よ
り
も
、

個
人
の
資
質
の
開
発
と
人
間
解
放
を
重
ん
じ
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
説
い
た
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
見
解
に
従
え

ば
、
仏
教
経
済
学
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
「
最
小
の
消
費
で
最
大
の
幸
福
を
得
る
こ
と
」
で
あ
る
。

私
の
議
論
は
、
１
９
７
３
年
当
時
予
想
し
え
な
か
っ
た
世
界
の
現
状
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の

仏
教
経
済
学
の
思
想
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
生
活
が
、
お
互
い
の
思
い
や
り
を
反
映
し
、
世
界
の
資
源
を

持
続
的
に
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
、
経
済
の
仕
組
み
づ
く
り
を
提
唱
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
陀
は
、
真
の
幸
せ
は
外

の
世
界
、
名
声
や
消
費
、
友
人
や
権
力
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
説
い
た
。
私
た
ち
が
見
え
な
い
大
き
な
も

の
に
身
を
委
ね
、
す
べ
て
の
人
に
慈
悲
の
気
持
ち
を
持
ち
、
人
生
の
か
え
難
い
瞬
間
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真

の
幸
せ
は
自
己
の
内
面
か
ら
来
る
。

私
た
ち
は
、
個
人
と
国
家
両
方
の
レ
ベ
ル
で
誤
り
を
犯
し
つ
つ
あ
り
、
目
覚
め
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
袈
裟
を
ま
と
う
こ
と
も
、
快
適
で
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
放
棄
す
る
必
要
も
な
い
。
経
済
シ
ス
テ
ム
を

組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
が
価
値
あ
る
と
考
え
る
も
の
を
創
造
し
、
計
測
し
、
評
価
す
る
。
そ
し
て
地
球

を
守
り
つ
つ
、
す
べ
て
の
人
が
意
義
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
効
率
的
な
経
済
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
仏
教
経
済
学
が
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
る
。
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仏
教
経
済
学
は
仏
教
徒
（
あ
る
い
は
経
済
学
者
）
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
２
学
年
ゼ
ミ
を
教
え
て
学
ん
だ
と
お
り
、
経
済
学
に
仏
教
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
応
用
す
る
に
あ
た

っ
て
、
必
ず
し
も
仏
教
徒
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
人
間
の
本
質
は
優
し
く
慈
悲
が
あ
る
と
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

の
信
念７
に
共
鳴
し
、
経
済
学
は
善
の
た
め
の
力
と
な
り
、
自
己
中
心
の
物
質
主
義
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
う
る
、
と

い
う
考
え
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

慈
悲
を
強
調
す
る
の
は
仏
教
だ
け
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
も
そ
れ

ぞ
れ
、
黄
金
律
「
己
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
他
人
に
施
せ
」
と
同
義
の
教
え
を
有
し
て
い
る
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
言
う

よ
う
に
、「
す
べ
て
の
宗
教
は
、
人
間
性
の
向
上
、
愛
、
他
者
へ
の
尊
敬
と
苦
し
み
の
共
有
を
強
調
す
る
」8

と
と
も

に
、
主
な
宗
教
は
、
人
々
の
永
続
的
な
幸
福
を
目
指
し
て
い
る9
。
仏
教
と
他
の
宗
教
の
大
き
な
相
違
点
は
、
外
的
な

神
を
想
定
し
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
代
わ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
い
存
在
で
あ
り
、
各
人
が
内
な
る
仏
─
完
全
な
真

の
自
己
、
そ
し
て
愛
、
慈
悲
と
知
恵
の
限
り
な
い
源
で
あ
る
─
仏
性
を
持
っ
て
い
る
。

世
界
の
多
く
の
人
が
仏
教
を
知
ろ
う
、
触
れ
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
実
践
は
無
理
と
思
っ
た
人
で
も
、
そ
の

基
本
原
理
に
は
賛
同
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
人
気
作
家
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
ル
ー
ビ
ン
は
『
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
幸
せ
計
画
）』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の
瞬
間
の
輝
き
を
楽
し
み
…
…
自
分
よ
り
も
他
人
の
幸
せ
を

優
先
す
る
た
め
…
…
自
ら
の
心
を
、
直
接
的
で
浅
薄
な
も
の
か
ら
遠
ざ
け
、
超
越
的
で
永
遠
の
も
の
に
近
づ
け
た
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
方
法
を
見
つ
け
た
か
っ
た
。
こ
の
永
遠
の
価
値
は
、
日
常
の
喧
騒
と
自
分
勝
手
な
関
心
事
に
紛

れ
て
、
し
ば
し
ば
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。」
こ
の
種
の
教
え
を
信
じ
、
好
奇
心
と
素
直
な
心
で
人
生
に
接
し
よ
う

と
す
る
人
な
ら
誰
で
も
、
仏
教
経
済
学
か
ら
得
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。
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お
互
い
と
大
自
然
と
の
相
互
依
存
は
、
同
じ
行
動
を
と
る
と
か
追
従
と
か
を
意
味
し
な
い
。
現
世
を
生
き
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
捨
て
る
に
は
及
ば
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
結
び
つ
き
と
は
、
人
生
の
貴
重
な

一
瞬
一
瞬
を
意
識
し
、
自
分
自
身
の
感
覚
と
他
人
へ
の
影
響
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
で
は
、
恐
れ
、
罪
悪

感
、
恥
、
貪
欲
、
嫉
妬
、
憎
し
み
等
な
ど
、
日
頃
の
習
慣
を
繰
り
返
す
自
分
の
エ
ゴ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
、
真

の
自
己
に
触
れ
よ
う
と
す
る
。
絶
え
間
な
い
自
分
と
他
人
の
比
較
判
断
、
よ
り
多
く
を
求
め
る
物
と
人
間
関
係
へ
の

執
着
、
私
た
ち
の
生
き
様
が
他
者
と
大
自
然
に
与
え
る
苦
し
み
へ
の
無
知
─
す
べ
て
が
痛
み
の
も
と
で
あ
り
私
た

ち
を
不
幸
に
す
る
。
し
か
し
、
も
し
一
日
の
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
、
自
分
自
身
を
知
り
、
周
り
の
世
界
と
人
々
を
意
識

で
き
れ
ば
、
過
去
の
悔
い
と
未
来
の
不
安
は
解
消
す
る
。
私
た
ち
は
、
い
ま
そ
の
瞬
間
の
魔
法
に
目
覚
め
、
苦
し
み

が
終
わ
る
と
と
も
に
幸
せ
が
見
つ
か
る
。

自
己
中
心
的
で
物
質
主
義
の
世
界
の
中
で
、
満
た
さ
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
と
、
私
た
ち
は
、
一
時
的
な
気
分
晴

ら
し
に
、
あ
る
い
は
つ
か
の
間
の
幸
せ
を
求
め
て
行
動
す
る
。
新
し
い
服
を
買
い
求
め
る
、
ス
マ
ホ
で
新
作
の
ゲ
ー

ム
を
す
る
、
あ
る
い
は
気
に
入
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
回
す
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
の
世
界
で
は
、
痛

み
を
感
じ
る
人
は
、
痛
み
の
源
と
な
る
妄
想
と
感
覚
を
追
い
払
う
た
め
、
静
か
に
膝
を
組
む
、
あ
る
い
は
痛
み
を
理

解
す
る
友
人
と
語
る
、
ま
た
家
族
と
食
事
を
楽
し
む
か
も
し
れ
な
い
。
不
幸
や
不
満
の
感
覚
か
ら
逃
れ
る
代
わ
り
に
、

何
が
生
じ
て
い
る
か
を
意
識
し
、
有
意
義
な
生
活
を
楽
し
む
方
法
を
見
つ
け
る
。
自
分
自
身
が
引
き
金
で
あ
る
痛
み

に
、
一
瞬
た
り
と
も
浪
費
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
消
費
主
義
に
頼
る
こ
と
な
く
、
生
活
を
最
大
限
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
自
身
の
知
覚
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
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マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
実
践

個
人
の
レ
ベ
ル
で
、
多
く
の
人
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
実
践
か
ら
有
益
な
も
の
を
得
て
い
る
。
身
体
を
楽

に
し
て
、
精
神
を
静
め
、
心
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
判
断
を
交
え
ず
そ
の
瞬
間
を
意
識
す
る
。
通
常
、
椅
子
ま
た
は

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
瞑
想
す
る
が
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
ヨ
ガ
や
弓
道
を
や
り
な
が
ら
、
現
在
の
瞬
間

を
最
大
限
生
き
る
人
た
ち
も
い
る
。

今
世
紀
に
入
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
全
米
で
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。
特
集
を
組
ん
だ
主
な
雑
誌
に
は
、

『
パ
レ
ー
ド
』（
２
０
１
５
年
）、『
タ
イ
ム
』（
２
０
１
４
年
）
か
ら
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』（
２
０
０

５
年
）、『
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
』（
２
０
１
４
年
）
ま
で
が
あ
る
。
こ
の
瞑
想
法
は
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
校
の
学
内
報10
で
、
脳
の
活
動
の
活
性
化
な
ど
健
康
上
の
利
点
が
あ
る
と
称
賛
さ
れ
た11
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
Ｇ
Ｇ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
訳
注
：
幸
福
や
意
義
あ
る
人
生
と
は
何
か
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
所
）

は
、
瞑
想
が
ど
の
よ
う
に
脳
に
幸
福
感
を
も
た
ら
す
か12
を
、
２
つ
の
短
編
ビ
デ
オ
で
要
領
よ
く
紹
介
し
て
い
る
。
ご

覧
に
な
れ
ば
、
閃
く
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
瞑
想
で
幸
福
感
が
増
す
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
体
験
を
し
て
い
る13
。

「
私
が
私
た
ち
」
に
変
わ
り
、
自
分
の
信
じ
る
も
の
が
真
の
現
実
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
に
つ
れ
、
自
身
が
孤

独
で
は
な
く
、
世
界
と
結
ば
れ
て
い
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

僧
侶
が
瞑
想
を
実
践
す
る
と14
、
脳
の
右
島
皮
質
と
前
帯
状
皮
質
両
側
の
活
動
が
増
す
こ
と
で
、
脳
の
機
能
方
法
が

変
化
す
る
と
い
う
研
究
成
果
が
あ
る
。
ま
た
神
経
可
塑
性
が
生
じ
る
─
長
年
瞑
想
を
実
践
し
た
仏
教
徒
の
脳
は
、

機
能
も
構
成
も
変
化
し
た
─
と
の
報
告
も
あ
る15
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
儀
と
各
種
の
料
金
で
教
室
が
開
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
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別
に
出
か
け
な
く
て
も
、
家
に
居
な
が
ら
瞑
想
法
を
試
す
こ
と
は
で
き
る
。
快
適
な
椅
子
か
ソ
フ
ァ
を
見
つ
け
て
、

背
筋
を
伸
ば
し
、
両
手
を
膝
に
そ
ろ
え
て
、
静
か
に
座
り
な
さ
い
。
鼻
腔
を
流
れ
る
息
に
、
意
識
を
集
中
す
る
。
呼

吸
に
集
中
し
つ
つ
、
肩
の
力
を
抜
き
全
身
を
楽
に
保
つ
。
考
え
を
捨
て
な
さ
い
、
考
え
が
湧
い
て
き
た
ら
、
追
わ
ず
、

判
断
せ
ず
に
流
し
去
り
な
さ
い
。
静
か
に
座
っ
て
、
生
活
に
関
す
る
妄
想
を
消
し
な
さ
い
。
過
去
の
悔
い
は
捨
て
な

さ
い
、
昨
日
は
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
。
や
る
べ
き
こ
と
を
書
い
た
予
定
表
も
忘
れ
な
さ
い
、
未
来
は
ま
だ
来
て
い
な

い
の
だ
か
ら
。
貴
重
な
今
の
瞬
間
を
楽
し
み
な
さ
い
。
深
く
安
ら
ぎ
に
身
を
沈
め
な
さ
い
。

私
の
仏
教
経
済
学
の
ゼ
ミ
で
は
、
１
回
５
〜
10
分
間
瞑
想
す
る
。
学
生
た
ち
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
最

も
た
め
に
な
る
と
言
っ
て
く
れ
る
。
学
生
が
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
た
と
き
、
痛
み
を
和
ら
げ
、
明
晰
に
思
考
で
き
る

よ
う
、
静
か
に
瞑
想
し
て
心
を
鎮
め
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

レ
ポ
ー
ト
提
出
期
限
が
近
づ
い
た
と
き
、
ジ
ョ
ー
ン
と
い
う
名
の
学
生
が
、
彼
女
の
パ
ソ
コ
ン
・
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
長
い
メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
。「
頭
が
変
に
な
り
そ
う
。
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
少
し
遅
れ
そ
う
だ
け
ど
、
認
め
て

も
ら
え
ま
す
か
。
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
新
し
い
充
電
器
が
な
い
と
送
れ
な
い
の
！
」
と
。

返
信
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

楽
に
し
て
、
息
を
し
な
さ
い
。

大
丈
夫
で
す
よ
、
レ
ポ
ー
ト
は
パ
ソ
コ
ン
が
治
っ
て
か
ら
で
結
構
で
す
。

ジ
ョ
ー
ン
は
、「
先
生
に
メ
ー
ル
し
た
直
後
、
ス
ト
レ
ス
の
と
き
は
座
っ
て
５
分
間
、
瞑
想
し
な
さ
い
と
の
言
葉
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を
思
い
出
し
ま
し
た
。
や
っ
て
み
た
ら
、
本
当
に
気
分
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
き
た
。

私
自
身
は
、
毎
日
20
分
か
ら
30
分
間
瞑
想
す
る15
。
瞑
想
す
る
こ
と
で
、
私
自
身
に
触
れ
あ
い
、
容
赦
の
な
い
エ
ゴ

と
批
判
が
ま
し
い
考
え
、
そ
れ
に
伴
う
痛
み
を
振
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
端
坐
す
る
間
に
、
私
の
精
神
は
休
息
し

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
。
あ
な
た
も
試
す
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
毎
日
５
分
か
ら
10
分
間
瞑
想
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

ど
ん
な
感
触
か
を
ま
ず
見
て
み
る
。
身
体
を
楽
に
し
て
精
神
を
静
め
る
方
法
を
体
得
す
れ
ば
、
地
下
鉄
で
も
、
浜
辺

で
も
、
公
園
の
散
歩
道
あ
る
い
は
自
宅
で
も
─
ど
こ
で
で
も
実
践
で
き
る
。

変
化
を
起
こ
す
た
め
に
手
を
携
え
る

多
く
の
人
た
ち
が
、
も
っ
と
意
義
あ
る
人
生
を
過
ご
し
、
地
球
を
救
う
た
め
に
行
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
ぜ
踏
み
切
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
３
つ
の
力
が
邪
魔
を
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

第
１
は
、「
多
忙
」
で
あ
る
。
や
り
た
い
こ
と
の
リ
ス
ト
を
全
部
こ
な
せ
る
時
間
を
持
っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な

い
。
仕
事
、
家
族
、
友
人
、
自
治
会
な
ど
ど
れ
も
重
要
で
、
時
間
と
体
を
使
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
。
日
常

の
繰
り
返
し
か
ら
離
れ
、
あ
な
た
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な
事
柄
に
、
有
意
義
な
形
で
集
中
で
き
る
よ
う
、
こ
の
本

が
一
助
に
な
れ
ば
と
望
む
。

第
２
は
、
拒
絶
反
応
で
あ
る
。
自
由
市
場
経
済
学
か
ら
仏
教
経
済
学
へ
移
る
に
は
、
勇
気
と
決
意
が
必
要
だ
。
意

味
あ
る
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
成
功
体
験
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

気
候
変
動
に
向
き
合
う
こ
と
は
、
一
般
に
当
た
り
前
と
さ
れ
る
２
つ
の
概
念
─
自
由
市
場
と
無
限
の
進
歩
─
を
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疑
問
視
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
問
題
点
に
目
を
つ
ぶ
る
の
は
生
き
方
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
長
続
き
は
し
な
い
。

第
３
は
、
私
た
ち
の
無
知
で
あ
る
。
日
頃
の
繰
り
返
し
の
代
償
に
目
覚
め
、
い
か
に
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が

他
人
を
害
し
、
地
球
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
か
に
気
づ
く
こ
と
─
こ
れ
に
は
私
た
ち
自
身
を
教
育
し
、
生
き
方

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
決
断
で
あ
る
が
、
自
分
自
身
と
他
者
双
方
に
対
す
る
道
義
的
責
任
で
あ
る
。

仏
教
経
済
学
は
、
そ
う
決
断
す
る
こ
と
で
私
た
ち
は
よ
り
幸
せ
に
な
る
、
と
教
え
る
。

こ
の
３
つ
の
力
は
、
こ
の
本
を
読
む
う
え
で
も
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
あ
な
た
は
忙
し
く
て
読
む
時
間
が
な

い
、
い
わ
ん
や
あ
な
た
に
と
っ
て
何
が
重
要
か
を
考
え
、
生
き
方
を
変
え
る
準
備
の
時
間
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

自
由
市
場
経
済
学
は
正
し
い
と
考
え
、
こ
の
本
を
壁
に
ほ
う
り
投
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
球
の
救
済
は
他
人
に
任

せ
、
あ
な
た
は
家
財
に
埋
も
れ
、
社
会
的
地
位
を
優
先
す
る
生
活
、
無
知
の
中
で
生
き
る
こ
と
を
好
む
か
も
し
れ
な

い
。他

方
、
あ
な
た
は
何
か
そ
れ
以
上
の
も
の
を
探
し
求
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
大
自
然
と
調
和
し
た
意

味
あ
る
人
生
を
渇
望
す
る
多
く
の
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。
こ
の
本
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
生

活
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
た
ち
の
た
め
に
書
い
た
。
消
費
を
乗
り
越
え
、
慈
悲
で
他
者
と
結
び
つ
き
、
大
自
然
と
調

和
し
て
生
き
る
─
そ
れ
は
私
た
ち
の
力
で
で
き
る
。
さ
あ
、
始
め
よ
う
で
は
な
い
か
。
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訳
者
あ
と
が
き

か
つ
て
宇
沢
弘
文
先
生
は
、「
経
済
学
は
人
び
と
を
幸
福
に
で
き
る
か
」
と
世
に
問
う
た
こ
と
が
あ
る
（
東
洋
経

済
新
報
社
、
２
０
１
３
年
）。
本
書
の
答
え
は
、「
で
き
る
し
、
で
き
な
け
れ
ば
人
類
も
地
球
も
破
滅
す
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
も
の
だ
。
人
び
と
は
お
互
い
に
、
ま
た
大
自
然
と
相
互
に
依
存
し
て
お
り
、
万
物
は
イ
ン
ド
ラ
の
宝
網
の
よ

う
に
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
思
想
を
経
済
学
の
中
心
に
据
え
れ
ば
、
経
済
学
は
人
び
と
を
幸
福
に
で
き
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
教
授
は
、「
経
済
実
績
の
測
り
方
は
、
私
た
ち
の
価
値
観
を
反
映
し
て
お
り
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

生
き
る
か
を
決
定
づ
け
る
」
と
看
破
し
た
。
主
要
国
の
経
済
政
策
は
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
物
指
し
と
し
て
、

自
由
市
場
経
済
学
の
枠
組
み
の
も
と
で
経
済
が
持
続
的
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
経
済
成
長
は
、
所

得
（
賃
金
と
利
潤
）
を
限
り
な
く
伸
ば
そ
う
、
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
消
費
し
よ
う
す
る
政
策
で
あ
る
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
反
映
し
て
お
り
、
物
欲
の
追
求
が
現
代
人
の
生
き
方
を
決
定
し
て
い
る
。

い
ま
か
ら
半
世
紀
以
上
も
前
１
９
６
６
年
、
Ｅ
・
Ｆ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
仏
教
経
済
学
」
の
な

か
で
、
人
間
よ
り
モ
ノ
を
尊
び
、
創
造
的
活
動
よ
り
消
費
を
重
視
す
る
現
代
の
経
済
学
者
の
考
え
方
（
例
え
ば
ガ
ル

ブ
レ
イ
ス
の
「
豊
か
な
社
会
」）
は
、
真
理
を
さ
か
さ
ま
に
し
た
も
の
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
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１
９
７
３
年
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
書
『
ス
モ
ー
ル　

イ
ズ　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
：
人
間
中
心
の
経
済
学
』
は
世

界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
（
エ
ッ
セ
イ
「
仏
教
経
済
学
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
）。
彼
は
、
わ
ず
か
５
年
前
に
は

耳
に
し
な
か
っ
た
「
公
害
と
か
環
境
問
題
と
か
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ど
と
い
う
言
葉
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
突
然
強
調
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
と
問
う
。
そ
れ
は
工
業
生
産
が
大
成
功
し
、「
恵
み
深
い
自
然
が
つ
ね
に
与
え
て
く
れ
る

『
許
容
限
度
』
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
資
本
を
、
人
間
が
ど
ん
ど
ん
食
い
つ
ぶ
し
て
い
る
」
こ
と
に
気
づ
か
な
い

た
め
だ
と
い
う
。
な
お
、
１
９
７
２
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
報
告
書
「
成
長
の
限
界
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
教
授
の
議
論
は
、
１
９
７
０
年
代
に
は
予
想
し
え
な
か
っ
た
21
世
紀
の
世
界
の
現
状
に
適
合
す
る
よ
う

に
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
思
想
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
思
い
や
り
を
反
映
し
、
世
界
の
資
源
を
持
続
的
に

分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
、
経
済
の
仕
組
み
づ
く
り
を
提
唱
す
る
。
仏
教
経
済
学
の
も
と
で
、
価
値
観
を
モ
ノ
重
視
か

ら
人
間
中
心
に
切
り
替
え
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
組
み
替
え
る
こ
と
で
、
価
値
あ
る
も
の
を
創
造
し
、
計
測
し
、
評
価

す
る
。
地
球
を
守
り
つ
つ
、
す
べ
て
の
人
に
生
き
甲
斐
を
提
供
で
き
る
経
済
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
、
企
業
、
個

人
が
と
る
べ
き
具
体
的
な
手
順
を
提
唱
す
る
。

世
界
の
２
つ
の
大
き
な
課
題
と
い
え
ば
、
地
球
温
暖
化
（
環
境
問
題
）
と
所
得
の
不
平
等
（
格
差
問
題
）
だ
ろ
う
。

著
者
の
住
む
米
国
で
は
、
２
つ
の
問
題
が
特
に
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
起
因
す
る

温
暖
化
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
発
生
、
大
規
模
山
火
事
の
頻
発
な
ど
自
然
災
害
を
も
た
ら
す
。

だ
が
、
２
０
１
９
年
11
月
４
日
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
温
暖
化
防
止
の
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
の
離
脱

を
、
国
連
に
通
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
年
後
２
０
２
０
年
11
月
４
日
に
米
国
は
正
式
に
離
脱
す
る
こ
と
と
な
る
。
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米
国
に
お
け
る
富
の
格
差
は
、
１
９
８
０
年
代
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
大
き
く
広
が
り
、
２
０
１
４
年
に
は
人
口
上

位
０
・
１
％
（
１
の
10
分
の
１
）
が
国
富
の
22
％
と
、
下
位
90
％
と
同
じ
比
率
の
富
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米

国
社
会
分
断
の
主
因
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
緊
張
を
生
む
。
ま
た
国
際
非
政
府
組
織
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の
報
告
で

は
、
世
界
で
最
も
豊
か
な
富
豪
26
人
が
貧
困
層
38
億
人
分
と
同
等
の
資
産
を
保
有
す
る
と
い
う
。

日
本
で
も
２
つ
の
問
題
が
切
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
２
０
１
８
年
夏
の
記
録
的
猛
暑
は
災
害
級
と
い
わ
れ
た
が
、

こ
れ
が
当
た
り
前
と
な
り
、
毎
年
の
よ
う
に
超
大
型
台
風
が
列
島
を
襲
う
。
２
０
１
７
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
は

24
時
間
に
１
０
０
０
ミ
リ
の
雨
を
降
ら
せ
、
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
は
千
曲
川
流
域
を
は
じ
め
71
の
河
川
で
堤
防

決
壊
を
ひ
き
起
こ
し
た
。
温
暖
化
対
策
は
、
２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
後
退
し
、
石
炭
火
力
へ
の
依

存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
批
判
を
浴
び
て
い
る
。

所
得
格
差
に
つ
い
て
著
者
は
、「
米
国
、
英
国
、
イ
ン
ド
、
中
国
で
不
平
等
は
、
欧
州
諸
国
の
多
く
と
日
本
に
比

べ
て
大
き
く
拡
大
し
た
」
と
指
摘
す
る
。
事
実
、
所
得
格
差
を
示
す
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ジ
ニ
係
数
は
、
４
ヵ
国
は
０
・
４

な
い
し
そ
れ
以
上
（
悪
い
）
に
対
し
、
欧
州
大
陸
は
概
ね
０
・
３
な
い
し
そ
れ
以
下
（
良
い
）、
日
本
は
豪
州
と
同

じ
０
・
33
と
中
間
に
あ
る
。
今
後
日
本
で
深
刻
化
す
る
格
差
問
題
は
、
現
在
世
代
と
将
来
世
代
の
負
担
の
不
公
平
で
、

国
と
地
方
の
公
的
債
務
１
１
０
０
兆
円
、
加
え
て
年
金
純
債
務
が
１
１
０
０
兆
円
と
試
算
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
将
来

世
代
の
負
担
の
も
と
で
現
役
世
代
が
、
身
の
丈
以
上
の
分
不
相
応
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。

国
連
機
関
が
公
表
す
る
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
９
年
版
に
よ
る
と
、
日
本
は
１
５
６
ヵ
国
の
う
ち
58
位

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
36
ヵ
国
の
う
ち
32
位
、
米
国
は
19
位
）
だ
っ
た
。
幸
福
度
の
測
り
方
に
は
議
論
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
公

表
開
始
の
２
０
１
２
年
、
日
本
は
44
位
か
ら
始
ま
り
50
位
台
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
内
閣
府
に
よ
る
２
０
１
３
年
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の
意
識
調
査
「
今
を
生
き
る
若
者
の
意
識
～
国
際
比
較
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
～
」
に
よ
る
と
、
米
英
独
仏
な
ど
７

ヵ
国
の
う
ち
日
本
の
若
者
は
、「
将
来
へ
の
希
望
」
と
「
40
歳
に
な
っ
た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
（
幸
せ
に
な
っ
て
い

る
）」
の
項
目
で
、
他
の
６
ヵ
国
と
比
べ
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
で
最
低
の
結
果
で
あ
る
。
前
述
の
世
代
間
格
差
を

漠
然
と
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
米
国
な
ど
主
要
国
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
指
標
に
経
済
政
策
の
目
標
と
し
て
成
長
を
最
重
視
し
て
い
る
。
ド
ル
・

円
表
示
の
所
得
の
持
続
的
増
加
を
目
指
し
、
政
府
が
基
本
的
に
介
入
し
な
い
自
由
な
市
場
活
動
が
そ
れ
を
実
現
す
る

と
の
自
由
市
場
経
済
学
の
考
え
方
に
立
脚
す
る
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
モ
ノ
の
消
費
極
大
化
で
人
の
幸
せ
（
厚

生
）
を
測
ろ
う
と
す
る
限
り
、
す
な
わ
ち
モ
ノ
に
執
着
す
る
限
り
、
現
行
の
経
済
政
策
は
持
続
可
能
で
は
な
い
。

所
得
（
利
益
）
を
生
む
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
活
動
に
お
い
て
自
然
（
空
気
、
水
、
環
境
）
は
タ
ダ
で
無
限
で
あ

る
と
の
前
提
に
立
つ
が
、
こ
の
「
自
由
財
」
の
基
本
前
提
が
環
境
問
題
で
事
実
上
崩
れ
た
。
経
済
格
差
に
つ
い
て
は
、

自
由
競
争
の
結
果
で
あ
り
自
己
責
任
と
の
認
識
で
、
勝
者
総
取
り
（
一
人
勝
ち
）
社
会
と
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
も
と

で
、
自
由
市
場
経
済
学
か
ら
解
決
策
と
な
る
分
配
論
は
出
て
こ
ず
、
社
会
の
持
続
性
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

仏
教
の
観
点
か
ら
は
、「
消
費
は
人
間
が
幸
福
を
得
る
一
手
段
に
す
ぎ
ず
、
理
想
は
最
小
限
の
消
費
で
最
大
限
の

幸
福
を
得
る
こ
と
に
あ
る
（
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
）」。
仏
教
も
物
質
的
豊
か
さ
は
認
め
て
お
り
、
た
だ
モ
ノ
へ
の
執
着

は
否
定
す
る
。
こ
こ
で
中
核
と
な
る
仏
教
の
教
え
は
相
互
依
存
（
諸
法
無
我
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
だ
け
で
な
く
、

大
自
然
と
す
べ
て
の
存
在
に
及
ぶ
。
幸
せ
は
、
物
質
的
欲
望
の
満
足
（
外
な
る
富
）
か
ら
得
ら
れ
ず
、
他
者
と
自
然

と
の
共
存
の
も
と
、
心
満
た
さ
れ
た
生
活
を
お
く
る
精
神
的
満
足
（
内
な
る
富
）
に
あ
る
。
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経
済
政
策
の
目
標
と
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
重
大
な
欠
陥
（
仏
教
が
重
視
す
る
３
つ
の
要
素

─
生
活
の
質
（
幸
せ
）、

環
境
（
自
然
）、
分
か
ち
合
い
（
分
配
）

─
の
軽
視
な
い
し
無
視
）
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
経
済
学
で

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
代
え
て
、
こ
の
３
要
素
を
織
り
込
ん
だ
新
た
な
経
済
指
標
（
著
者
は
Ｕ
Ｎ
︲
Ｇ
Ｐ
Ｉ
（
国
連
版
「
真
の
進

歩
指
数
」
を
提
唱
。
概
要
は
第
７
章
参
照
）
が
必
要
と
教
え
る
。
ま
ず
政
産
官
学
が
、
所
得
の
み
な
ら
ず
国
民
の
真
の

幸
せ
に
結
び
つ
く
経
済
指
標
に
合
意
す
る
。
政
府
が
そ
の
持
続
的
改
善
・
成
長
を
政
策
目
標
に
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
報

道
す
る
こ
と
で
、
企
業
や
個
々
人
の
行
動
も
変
化
す
る
だ
ろ
う
。

再
生
不
能
な
化
石
燃
料
（
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
）
な
ど
自
然
資
源
の
乱
用
は
減
り
、
循
環
型
経
済
に
移
行
す

る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
は
緩
和
さ
れ
る
。
生
活
の
質
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
が
重
視
さ
れ
れ
ば
、
長
時

間
労
働
の
削
減
に
つ
な
が
る
。
経
済
（
所
得
と
富
）
格
差
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
新
た
な
経
済
指
標
は
好
転
す
る
こ
と

か
ら
、
累
進
課
税
の
強
化
、
最
低
所
得
保
証
な
ど
の
分
配
政
策
が
採
用
さ
れ
や
す
く
な
り
、
極
端
な
貧
富
の
差
は
縮

小
す
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
人
生
の
大
部
分
を
銀
行
員
、
大
学
教
員
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
形
で
経
済
に
接
し
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
。

現
役
最
後
の
７
年
間
は
龍
谷
大
学
に
奉
職
し
た
。
龍
谷
大
学
は
、
寛
永
16
年
（
１
６
３
９
年
）
西
本
願
寺
に
設
け
ら

れ
た
学
寮
（
僧
侶
養
成
学
校
）
が
始
ま
り
で
、
３
８
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
私
は
経
済
学
部
所
属
だ
っ
た
の
で
、

仏
教
と
直
接
関
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
で
も
入
学
式
、
卒
業
式
は
数
珠
持
参
の
仏
式
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
浄
土
真
宗
の

雰
囲
気
が
学
内
に
感
じ
ら
れ
た
。

あ
る
時
、
研
究
室
で
コ
ー
ヒ
ー
を
啜
り
つ
つ
、「
仏
教
の
視
点
で
経
済
学
を
考
え
ら
れ
な
い
か
」
と
思
い
を
め
ぐ
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ら
し
た
。
仏
教
は
精
神
的
・
倫
理
的
領
域
の
思
想
で
あ
る
一
方
、
経
済
学
は
知
的
・
論
理
的
な
概
念
の
体
系
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
仏
教
と
経
済
学
は
（
一
見
）
お
互
い
相
性
が
悪
く
、
そ
こ
で
足
踏
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
仏
教
と

経
済
学
と
も
に
生
か
じ
り
の
我
が
身
の
悲
し
さ
、
特
に
手
が
か
り
を
掴
め
な
い
ま
ま
、
放
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
龍

大
を
退
職
し
て
５
年
、
い
ま
で
は
社
会
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
も
込
め
て
、
夏
と
冬
に
社
会
人
講
座
を
担
当
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
時
に
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
の
『
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト　

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』
に
出
会
っ
た
。
教
授
は
、
私
が
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
謎
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
、
第
２
章
で
語
っ
て
い
る
。

本
書
は
、「
自
分
た
ち
を
、
意
の
ま
ま
に
略
奪
す
る
権
利
を
持
つ
、
大
自
然
の
主
で
あ
り
支
配
者
で
あ
る
と
考
え

て
き
た
」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
欧
米
人
に
は
、
理
解
す
る
ま
で
抵
抗
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
神
道

と
仏
教
の
文
化
、
伝
統
、
風
土
に
育
っ
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
違
和
感
は
あ
ま
り
な
い
と
思
う
。
一
読
し
て
想

っ
た
の
は
、
渋
沢
栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』
で
あ
る
。
渋
沢
は
、「
論
語
と
算
盤
は
甚
だ
遠
く
し
て
甚
だ
近
い
」
も

の
と
考
え
た
。「
仁
義
道
徳
、
正
し
い
道
理
の
富
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
富
は
完
全
に
永
続
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
」
と

述
べ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
と
明
治
の
大
実
業
家
の
考
え
が
な
ん
と
共
鳴
す
る
こ
と
か
、
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。

本
書
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
２
０
１
８
年
春
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
在
住
す
る
畏
友
中
邑
徹
君
を
通
し
て
で
あ

る
。
彼
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
と
旧
知
で
あ
り
、
私
に
紹
介
の
労
を
と
っ
て

く
れ
た
。
中
邑
君
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
翻
訳
作
業
の
過
程
で
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
は
、
私
の
疑
問
点
に
対
し
丁
寧
に

答
え
て
く
れ
た
。
人
名
の
発
音
が
わ
か
ら
な
い
時
に
は
、
夫
君
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ッ
ツ
氏
ま
で
巻
き
込
ん
で
、
一
つ

一
つ
日
本
語
で
表
記
出
る
よ
う
工
夫
説
明
し
て
く
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
ご
夫
妻
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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な
お
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
著
者
は
、
情
報
の
出
典
や
環
境
配
慮
型
経
営
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
、
原

注
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
現
在
ア
ク
セ
ス
不
能
や
削
除
済
み
の
も
の
も
あ
る
。
翻
訳
に

あ
た
っ
て
は
、
原
文
を
尊
重
し
て
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

昨
今
の
厳
し
い
出
版
業
界
に
あ
っ
て
、
勁
草
書
房
の
取
締
役
編
集
長
の
宮
本
詳
三
氏
に
は
、
本
件
出
版
の
意
義
を

ご
理
解
い
た
だ
い
た
の
み
な
ら
ず
、
翻
訳
が
粗
く
な
ら
な
い
よ
う
時
間
を
か
け
て
構
わ
な
い
と
の
助
言
も
頂
戴
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
宮
本
氏
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
今
回
も
そ
の
ご
決
断
な
く
し
て
本
書
を
日
本
の
読
者
に
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

妻
庸
子
は
、
日
本
語
草
稿
を
先
入
観
の
な
い
目
を
通
し
て
、
理
解
し
に
く
い
文
脈
、
難
し
い
表
現
な
ど
貴
重
な
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
独
り
よ
が
り
に
な
り
が
ち
な
翻
訳
文
が
、
格
段
に
ま
し
に
な
っ
た
よ
う
に
思

う
。
あ
り
が
と
さ
ん
。
な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
著
者
の
意
向
を
く
み
つ
つ
、
正
確
を
心
が
け
た
が
、
誤
訳
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
訳
者
の
全
責
任
で
あ
る
こ
と
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
。

２
０
１
９
年
初
冬　

伊
豆
赤
沢
に
て
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